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　数十年という長い年月をかけ成長し、生涯一度だけ花を咲かせるリュウゼツラ

ン（竜舌蘭）が下池原地区で開花しました。茎の高さは３～４メートルにも及び、

周囲の木 を々圧倒するような存在感があります。

　リュウゼツランとは、メキシコを中心にアメリカ大陸の熱帯地域に自生している

多肉植物で、日本でも観賞用として広く栽培されています。

　８月上旬に発生した台風９号の強風の影響により茎が折れ、すべてのつぼみ

が花を咲かすことはありませんでしたが、貴重な開花に訪れた人たちを楽しませ

てくれました。

数十年に一度のリュウゼツランが開花
きなりの郷とは…純粋、素朴、まざりけのないと言った意味で、「本物の暮らしのある村」という願いを込めた言葉です。
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ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、

　
　
　
　
　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
３
年
８
月
分
の

　
　
　
　
　
　
ふ
る
さ
と
納
税
実
績

納
税
件
数

　90
件

納
税
金
額

　１
，
２
８
９
，
０
０
０
円

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

森

　内

　國

　利 

さ
ん
（
佐
田
）

八
月
二
十
三
日 

逝
去

　　

享
年
八
十
七
才

つぼみの様子（8月2日） 黄色い花が開花しました（8月25日）



下
北
山
村
議
会

９
月
定
例
会
を
開
催

令和3年9月
第３回

　
９
月
村
議
会
定
例
会
が
９
月
７
日
（
火
）

か
ら
９
月
14
日
（
火
）
ま
で
の
８
日
間
、

決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
挟
み
、
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
議
事
日
程
と
し
て
、
議
長
の
諸
般
報
告
、

議
会
に
お
け
る
会
議
時
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
予
防
対
策
に
つ
い
て
の
議

長
の
発
議
、
村
長
行
政
報
告
、
議
員
２

名
に
よ
る
一
般
質
問
、
庁
舎
並
び
に
公
共

施
設
等
再
整
備
検
討
特
別
委
員
会
中
間
報

告
が
和
田
委
員
長
か
ら
行
わ
れ
た
後
、
議

案
と
し
て
計
画
の
変
更
が
１
件
、
条
例
の

制
定
が
１
件
、
条
例
の
改
正
が
４
件
、
固

定
資
産
評
価
員
選
任
の
他
人
事
案
件
が
１

件
、
令
和
３
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会

計
補
正
予
算
６
件
、
意
見
書
の
提
出
を
求

め
る
議
員
発
議
が
１
件
上
程
さ
れ
、
す
べ

て
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
令
和
２
年
度
一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
決
算
認
定
等
の
９
議
案
に
つ
い

て
は
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
さ

れ
、
９
月
14
日 

決
算
審
査
特
別
委
員
会

委
員
長
よ
り
決
算
審
査
報
告
が
行
わ
れ
た

後
、
原
案
通
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

追
加
議
案
と
し
て
下
北
山
村
過
疎
地
域
持

続
的
発
展
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
及
び
、

下
北
山
村
過
疎
地
域
に
お
け
る
固
定
資
産

税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

の
２
議
案
が
提
出
さ
れ
、
原
案
通
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

★
下
北
山
村
辺
地
総
合
整
備
計
画
の
策
定

に
つ
い
て

★
下
北
山
村
空
家
等
対
策
協
議
会
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

★
下
北
山
村
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

★
下
北
山
村
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
令
和
４
年
４
月
１
日
よ
り
、
こ
れ
ま
で

の
下
北
山
小
学
校
、
下
北
山
中
学
校
の
２

校
が
、
下
北
山
村
立
下
北
山
小
中
学
校
と

学
校
名
を
改
め
義
務
教
育
学
校
と
し
て
開

校
し
ま
す
。

※
義
務
教
育
学
校
と
は
前
期
・
後
期
課
程

の
９
年
生
学
校
で
す
。

★
下
北
山
村
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
学
校
名
が
改
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
る
改

正
で
す
。

★
下
北
山
村
歴
史
民
俗
資
料
館
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
学
校
名
が
改
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
る
改

正
で
す
。

★
下
北
山
村
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
に

つ
い
て

　
谷
口
英
雄
住
民
課
長
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。

★
下
北
山
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
竹
本
容
大
氏
、
森

岡
哲
也
氏
、
上
平
保
夫
氏
の
選
任
が
同
意

さ
れ
ま
し
た
。
竹
本
・
森
岡
氏
は
再
任
と

な
り
ま
す
。

★
令
和
２
年
度
下
北
山
村
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

★
令
和
２
年
度
下
北
山
村
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い

て
★
令
和
２
年
度
下
北
山
村
国
民
健
康
保
険

診
療
所
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

に
つ
い
て

★
令
和
２
年
度
下
北
山
村
簡
易
水
道
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

★
令
和
２
年
度
下
北
山
村
池
の
平
公
園
管

理
運
営
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

に
つ
い
て

★
令
和
２
年
度
下
北
山
村
ス
ポ
ー
ツ
公
園

管
理
運
営
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
に
つ
い
て

★
令
和
２
年
度
下
北
山
村
介
護
保
険
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

★
令
和
２
年
度
下
北
山
村
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ

い
て

★
令
和
２
年
度
下
北
山
村
基
金
の
運
用
状

況
認
定
に
つ
い
て

★
令
和
３
年
度
下
北
山
村
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

　
５
，
７
６
９
万
円
が
追
加
補
正
さ
れ
総

額
18
億
４
，
８
２
１
万
円
と
し
ま
し
た
。

歳
出
の
主
な
補
正
の
内
容
は
、
ふ
る
さ
と

納
税
額
の
増
加
に
伴
う
返
礼
品
費
や
手
数

料
で
１
，
５
２
７
万
円
、
ふ
る
さ
と
納
税

基
金
積
立
金
２
，
６
５
０
万
円
、
協
力
隊

運
営
費
３
２
７
万
円
、
修
繕
に
伴
う
簡
易

水
道
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
２
５
７
万

円
、
義
務
教
育
学
校
新
校
旗
90
万
円
、
陶

芸
窯
施
設
修
繕
73
万
円
等
の
増
額
で
す
。

★
令
和
３
年
度
下
北
山
村
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
一
部
被
保
険
者
保
険
税
額
の
増
額
に
よ

り
９
万
円
が
追
加
補
正
さ
れ
ま
し
た
。

★
令
和
３
年
度
下
北
山
村
簡
易
水
道
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
各
所
浄
水
場
設
備
の
維
持
修
繕
料
３
５

０
万
円
が
追
加
補
正
さ
れ
ま
し
た
。

★
令
和
３
年
度
下
北
山
村
池
の
平
公
園
管

理
運
営
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
公
園
管
理
及
び
ハ
ウ
ス
管
理
の
修
繕
料

29
万
円
が
追
加
補
正
さ
れ
ま
し
た
。

★
令
和
３
年
度
下
北
山
村
ス
ポ
ー
ツ
公
園

管
理
運
営
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

　
ふ
る
さ
と
村
管
理
費
及
び
、
き
な
り
館

管
理
費
の
修
繕
料
等
78
万
円
が
追
加
補
正

さ
れ
ま
し
た
。

★
令
和
３
年
度
下
北
山
村
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
１
，
５
６
２
万
円
が
追
加
補
正
さ
れ
総
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額
２
億
８
８
３
万
円
と
し
ま
し
た
。
歳
出

の
主
な
補
正
の
内
容
は
、
介
護
保
険
シ
ス

テ
ム
委
託
料
１
２
１
万
円
、
償
還
金
１
，

２
２
８
万
円
、
介
護
給
付
費
準
備
基
金
積

立
金
２
１
３
万
円
が
追
加
補
正
さ
れ
ま
し

た
。

★
発
議
第
４
号
　「
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳

し
い
財
政
状
況
に
対
処
し
地
方
税
財
源

の
充
実
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ

い
て

　
全
会
一
致
で
衆
参
両
議
院
、
内
閣
総
理

大
臣
を
始
め
と
す
る
関
係
大
臣
へ
の
意
見

書
の
提
出
が
採
決
さ
れ
ま
し
た
。

追
加
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

★
下
北
山
村
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画

の
策
定
に
つ
い
て

★
下
北
山
村
過
疎
地
域
に
お
け
る
固
定
資

産
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例
に

つ
い
て

●
そ
の
他
報
告
関
係
と
し
て
、
次
の
19
件

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

★
令
和
２
年
度
下
北
山
村
事
務
報
告
に
つ

い
て

★
令
和
２
年
度
一
般
財
団
法
人
下
北
山
む

ら
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
事
務
報
告
に
つ
い

て
★
令
和
２
年
度
社
会
福
祉
法
人
下
北
山
村

社
会
福
祉
協
議
会
事
務
報
告
に
つ
い
て

★
定
例
監
査
結
果
の
報
告
に
つ
い
て

★
令
和
２
年
度
決
算
に
基
づ
く
下
北
山
村

健
全
化
判
断
比
率
の
審
査
結
果
に
つ
い

て
★
下
北
山
村
子
ど
も
医
療
費
助
成
条
例
施

行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
に
つ

い
て

★
下
北
山
村
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
条

例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

に
つ
い
て

★
下
北
山
村
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助

成
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則
に
つ
い
て

★
下
北
山
村
重
度
心
身
障
害
老
人
等
医
療

費
助
成
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則
に
つ
い
て

★
下
北
山
村
立
保
育
所
条
例
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則
に
つ
い
て

★
下
北
山
村
契
約
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則
に
つ
い
て

★
下
北
山
村
国
民
健
康
保
険
給
付
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則
に
つ
い
て

★
奈
良
県
移
住
・
就
業
・
起
業
支
援
事
業

に
お
け
る
下
北
山
村
移
住
支
援
金
交
付

要
綱
の
制
定
に
つ
い
て

★
下
北
山
村
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対

す
る
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付

金
（
ひ
と
り
親
世
帯
以
外
の
低
所
得
の

子
育
て
世
帯
分
）
支
給
事
業
実
施
要
綱

の
制
定
に
つ
い
て

★
下
北
山
村
南
和
圏
域
地
域
生
活
支
援
拠

点
事
業
実
施
要
綱
に
つ
い
て

★
下
北
山
村
定
住
促
進
事
業
住
宅
家
賃
助

成
金
交
付
要
綱
の
全
部
改
正
に
つ
い
て

★
下
北
山
村
移
住
体
験
支
援
補
助
金
交
付

要
綱
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

★
下
北
山
村
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

費
用
助
成
事
業
実
施
要
綱
の
一
部
を
改

正
す
る
要
綱
に
つ
い
て

★
下
北
山
村
過
疎
地
域
に
お
け
る
固
定
資

産
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例
施

行
規
則
に
つ
い
て

《
一
般
質
問
》

質
問
者
…
和
田
議
員

森
林
経
営
管
理
制
度
と
森
林
環
境
譲
与
税

に
つ
い
て

【
質
問
】
森
林
環
境
譲
与
税
の
譲
与
が
令

和
６
年
度
か
ら
の
課
税
に
先
立
ち
令
和
元

年
度
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
森
林
環
境
譲
与
税
の
使
い
道
は
間
伐
や

人
材
育
成
・
担
い
手
確
保
、
木
材
利
用
の

促
進
や
普
及
啓
発
等
の
森
林
整
備
及
び
そ

の
促
進
に
関
す
る
費
用
と
示
さ
れ
使
途
は

公
表
が
前
提
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、

譲
与
税
の
前
倒
し
は
森
林
経
営
管
理
制
度

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
前
提
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
中
心
に
現
在
、

自
伐
型
林
業
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
自
伐

型
林
業
の
先
行
き
が
不
透
明
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
以
前
、
山
林
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
を
取
ら
れ
、境
界
確
定
が
40
％
、

村
に
寄
付
や
管
理
を
望
む
も
の
が
30
％
と

聞
い
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
本
村
全
体
の
森
林
を
長
期
的
に

ど
の
よ
う
に
管
理
し
て
い
く
の
か
、
自
伐

型
林
業
を
含
め
、
村
民
に
理
解
さ
れ
る
分

か
り
易
い
計
画
、
取
り
組
み
を
見
え
る
化

し
て
示
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
答
え
】
農
林
建
設
課
長

　
森
林
環
境
譲
与
税
に
つ
い
て
は
令
和
元

年
度
８
７
４
万
円
、
２
年
度
が
１
，
８
５

７
万
円
で
、
元
年
度
は
主
に
合
同
校
舎
の

木
質
化
費
用
に
使
っ
て
お
り
ま
す
。
２
年

度
に
つ
い
て
は
間
伐
事
業
補
助
金
、
山
林

管
理
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
委
託
事
業
、
森

林
環
境
教
育
負
担
金
、
集
落
環
境
整
備
事

業
補
助
金
と
残
り
は
基
金
に
積
立
て
し
て

い
ま
す
。

　
村
の
取
組
と
し
て
自
伐
型
林
業
に
よ
る

森
林
整
備
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
里
山
を

中
心
に
村
内
に
は
対
象
森
林
が
３
０
０
ha

あ
り
、
現
在
佐
田
地
区
の
山
林
を
モ
デ
ル

地
区
と
し
て
実
践
し
、
国
の
補
助
事
業
を

活
用
し
た
場
合
の
収
支
状
況
を
検
証
し
、

施
業
の
た
め
の
補
助
施
策
を
検
証
・
検
討

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
伐
型
林
業
に
従

事
す
る
協
力
隊
は
現
在
、
佐
田
地
区
に
続

き
令
和
４
年
度
か
ら
池
峰
地
区
で
の
施
業

を
進
め
る
べ
く
、
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事

業
を
活
用
し
、
作
業
道
の
計
画
を
含
む
自

伐
型
林
業
が
可
能
な
場
所
を
選
定
、
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
し
山
林
所
有
者
と
交
渉
を
進
め
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て
い
ま
す
。

　
本
村
の
長
期
的
な
森
林
の
管
理
に
つ
い

て
は
、
奥
山
の
民
有
林
や
国
立
研
究
開
発

法
人
森
林
整
備
セ
ン
タ
ー
の
分
収
造
林
事

業
と
、
集
落
に
近
い
森
林
に
分
類
し
、
森

林
所
有
者
自
ら
と
、
吉
野
き
た
や
ま
森
林

組
合
、
村
等
で
管
理
し
て
行
く
と
考
え
て

お
り
、
村
と
し
て
は
小
規
模
で
所
有
者
が

多
く
管
理
・
整
備
が
行
き
届
い
て
お
ら
ず
、

か
つ
自
伐
型
林
業
で
の
作
業
道
の
設
置
と

施
業
が
可
能
な
森
林
の
管
理
・
整
備
を
行

っ
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
の
取
組
は
人
材
育
成
、
集
落
環
境

や
獣
害
対
策
に
も
繋
が
っ
て
い
く
と
考
え

て
い
ま
す
。
今
後
森
の
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り

を
見
え
る
化
し
て
お
示
し
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

【
答
え
】
村
長

　
森
林
経
営
管
理
法
に
基
づ
い
て
、
経
営

管
理
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
な
い
森
林
の

う
ち
、
施
業
に
適
し
た
森
林
は
、
村
が
仲

介
し
て
意
欲
の
あ
る
事
業
者
に
施
業
を
委

託
し
、
林
業
経
営
に
適
し
て
い
な
い
奥
山

や
急
峻
な
地
形
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
自

然
の
ま
ま
管
理
し
て
い
く
の
が
望
ま
し
い

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。現
在
、

村
内
で
は
自
ら
森
林
を
管
理
さ
れ
て
い
る

大
規
模
所
有
者
や
森
林
組
合
に
管
理
を
委

託
さ
れ
て
い
る
森
林
所
有
者
等
様
々
お
ら

れ
ま
す
が
、
自
伐
型
林
業
は
、
集
落
に
近

い
里
山
の
管
理
を
中
心
に
や
っ
て
い
く
と

い
っ
た
よ
う
に
、
棲
み
分
け
が
で
き
れ
ば

よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

質
問
者
…
平
井
議
員

役
場
移
転
と
公
共
施
設
に
つ
い
て

【
質
問
】
役
場
の
移
転
工
事
が
い
つ
か
ら

行
わ
れ
、
い
つ
終
わ
る
の
か
。
そ
の
後
の

診
療
所
や
村
営
住
宅
、
教
員
住
宅
な
ど
老

朽
化
し
た
公
共
施
設
の
建
替
え
や
リ
フ
ォ

ー
ム
等
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
明
確
に
し
て

頂
く
こ
と
で
村
民
の
理
解
や
計
画
が
進
み

や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
の
予

定
や
費
用
を
お
教
え
く
だ
さ
い
。

【
答
え
】
総
務
課
長

　
役
場
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年
度

末
に
空
き
校
舎
と
な
っ
た
旧
小
学
校
を
移

転
場
所
と
し
て
、
改
修
・
新
築
の
比
較
検

討
を
行
う
た
め
、
移
転
調
査
業
務
を
実
施

し
ま
し
た
。
今
年
５
月
に
そ
の
調
査
結
果

の
内
容
説
明
に
は
議
員
の
皆
さ
ん
の
出
席

を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　
議
会
に
お
い
て
も
特
別
委
員
会
の
設
置

に
よ
り
桜
井
市
役
所
、
奈
良
県
橿
原
総
合

庁
舎
の
視
察
を
行
っ
た
と
聞
い
て
お
り
ま

す
。

　
現
在
村
で
は
村
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
意

見
を
頂
く
べ
く
各
地
区
の
区
長
、
各
種
団

体
の
代
表
か
ら
な
る
庁
舎
移
転
等
の
検
討

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
旧
校
舎
の
改
修
利

活
用
を
基
本
と
す
る
村
の
考
え
や
、
旧
校

舎
の
耐
震
性
、
比
較
検
討
内
容
、
財
政
負

担
等
の
説
明
会
の
開
催
を
予
定
し
て
お

り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

に
よ
る
影
響
に
よ
り
開
催
を
見
合
わ
せ
て

来
ま
し
た
が
９
月
中
の
開
催
を
考
え
て
い

ま
す
。

　
庁
舎
移
転
工
事
に
つ
い
て
は
議
会
や
村

の
検
討
委
員
会
で
の
方
向
性
が
決
定
次

第
、
基
本
計
画
、
実
施
計
画
に
１
年
程
度

を
要
し
着
手
が
出
来
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
ま
た
、
そ
の
他
の
公
共
施
設
の
修
繕
や

建
替
え
の
時
期
や
内
容
に
つ
き
ま
し
て

は
、
公
共
施
設
の
再
編
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
必
要
が
あ
れ
ば
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
に
も
業
務
を
依
頼
す
る
な
か

で
、具
体
的
な
対
応
を
検
討
す
る
計
画
で
、

費
用
予
算
の
算
出
に
つ
い
て
も
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
る
再
編
計
画
の
検
討

の
中
で
算
出
し
て
行
く
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
今
後
再
編
計
画
検
討
内
容
と
共
に

お
知
ら
せ
し
て
い
く
予
定
と
し
て
お
り
ま

す
。

【
答
え
】
村
長

　
庁
内
で
検
討
会
を
立
ち
上
げ
て
全
体
的

な
構
想
を
つ
く
ろ
う
と
話
を
進
め
て
お
り

ま
す
。
庁
舎
の
方
向
性
が
決
ま
り
次
第
進

め
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

「
社
会
奉
仕
の
日
」（
９
月
20
日
）

と
は
、
地
域
社
会
に
対
す
る
感
謝
と

高
齢
者
の
活
力
を
示
す
た
め
、
全
国

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
全
国
運
動
と

し
て
提
唱
し
て
き
ま
し
た
。

　

本
村
で
も
、
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
が
毎
年
恒
例
行
事
と
し
て
計
画

し
、
各
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の
方
々
が

20
日
早
朝
よ
り
国
道
及
び
県
道
・
村

道
の
空
き
缶
・
空
き
瓶
拾
い
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

降
雨
が
心
配
さ
れ
る
天
気
で
し
た

が
、
手
際
よ
く
作
業
を
行
っ
て
い
た

だ
い
た
結
果
、降
雨
前
に
終
了
で
き
、

軽
ト
ラ
ッ
ク
一
台
分
の
ゴ
ミ
を
回
収

し
ま
し
た
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の
皆
様
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

全
国
一
斉
「
社
会
奉
仕
の
日
」

清
掃
作
業
実
施

　９
月
の
敬
老
月
間
に
入
り
、
敬
老
と

長
寿
を
祝
福
し
、
９
月
13
日
（
月
）
村

よ
り
敬
老
祝
い
金
を
交
付
し
ま
し
た
。

　当
日
は
、
米
寿
祝
い
（
88
歳
）・
喜

寿
祝
い
（
77
歳
）
を
役
場
職
員
が
、
ま

た
長
寿
祝
い
（
90
歳
以
上
）
に
つ
い
て

は
南
村
長
が
い
こ
い
の
郷
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
や
ご
自
宅
を
訪
問
し
、「
い

つ
ま
で
も
お
元
気
で
」
と
お
祝
い
の
言

葉
と
共
に
祝
い
金
を
お
一
人
お
一
人
に

手
渡
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
来
年
１
月
に
百
歳
に
な
ら
れ

る
中
門
サ
ダ
子
さ
ん
に
は
、
菅
総
理
大

臣
と
荒
井
奈
良
県
知
事
よ
り
、
祝
い
状

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　こ
れ
か
ら
も
健
康
の
保
持
・
増
進
に

ご
留
意
さ
れ
、
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

今
後
と
も
長
寿
を
保
た
れ
る
よ
う
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

　な
お
、
今
年
交
付
さ
れ
た
人
数
は
表

の
と
お
り
で
す
。

〜
い
つ
ま
で
も
、お
元
気
で
〜

敬
老
祝
い
金
を
交
付
し
ま
し
た

い
こ
い
の
郷
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
祝
い

金
を
受
け
取
っ
た
み
な
さ
ん

祝
い
状
を
受
け
取
る
中
門
サ
ダ
子
さ
ん

区　分

喜寿祝

米寿祝

長寿祝

計

男

2

6

15

23

女

16

9

43

68

計

18

15

58

91

　９月16日（木）赤ちゃんの誕生を祝福し、あわせて健やかな成長を願い、「赤ちゃん

誕生祝い金」が交付されました。

赤ちゃん誕生祝い金を交付しました。

小野　心々梛ちゃん（父・正晴さん　母・晴美さん）
（令和３年２月５日生まれ）
「穏やかに元気に大きくなってね」

こ こ な

仲　風祐くん（父・怜里さん　母・奈央子さん）
（令和３年４月１９日生まれ）
「下北山村に素敵な「風」を運ぶ、
明るく元気な男の子になってね♪」

ふうすけ

牧　　希 ちゃん（父・順也さん　母・絢さん）
（令和３年５月６日生まれ）
「お兄ちゃんたちに負けないくらい元気に育ってね」

のぞみ
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歳　出歳　入

令和２年度 決算 歳入 35億4,442万3千円 歳出 34億1,762万0千円「一般会計と特別会計の総合計」
［前年度決算と比較］　歳入　31億6,573万0千円（378,693千円の増） 歳出　30億5,459万7千円（363,023千円の増）

歳入　29億3,808万4千円 歳出　28億3,886万1千円

令和2年度決算につきましては、9月定例議会で承 認されました。その概要について報告いたします。

一　　般 会　　計

下北山村財政健全化判断比率

131,493

130,946

547

106,254

96,772

9,482

53,174

52,188

986

13,209

12,719

490

78,740

76,959

1,781

201,265

187,315

13,950

22,204

21,860

344

606,339

578,759

27,580

国民健康保険 診　療　所 簡 易 水 道 池の平公園 スポーツ公園 介 護 保 険 後期高齢者 合　　　計

歳　　入

歳　　出

差 引 額

特別会計 （単位：千円）

－

－

6.0%

－

－

－

6.1%

－

15.0%

20.0%

25.0%

350.0%

20.0%

30.0%

35.0%

令和元年度数値 令和２年度数値 早期健全化基準 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将 来 負 担 比 率
注）実質赤字比率並びに連結実質赤字比率の数値欄の｢－｣は、黒字のため比率がないことを表しています。
　　将来負担比率については、将来負担すべき実質的な負債がないため、数値欄に｢－｣と表しています。

☆健全化判断比率（法第3条第1項関係）

★資金不足比率（法第22条第1項関係）

－ － 20.0%

令和元年度数値 令和２年度数値 経営健全化基準

簡 易 水 道 事 業
注）数値欄｢－｣は、資金不足額がないことを表しています。

135,932 106,930 29,002

歳　　　　入 歳　　　　出 差　　　　引

上下北山衛生一部事務組合 （単位：千円）

基金の状況（一般会計分） （単位：千円）

財 政 調 整 基 金

減 債 基 金

庁 舎 建 設 基 金

高齢者福祉施設基金

公 共 施 設 基 金

消防団員特別報酬基金

漁 業 施 設 基 金

そ の 他

合 計

令和元年度末
現在高

1,790,321

123,553

300,314

255,877

1,495,448

123,622

360,474

256,881

7,845

60,357

11,364

171,818

2,721,449

40,556

60,702

9,574

171,151

2,518,408

令和２年度末
現在高

令和元年度末
現在高

令和２年度末
現在高基金の名称 基金の名称

一般会計（歳入） （単位：千円）

村　税

242,737 869,427 21,331 76,596 307,419 87,062 14,687 31,097 367,034 732,500 188,194 2,938,084

地　方
交付税

分担金及び
負　担　金

使用料及び
手　数　料 国庫支出金 県支出金 財産収入 寄附金 繰入金 村　債 その他 合　　計

一般会計（歳出） （単位：千円）

議会費

35,576 642,755 246,214 168,706 97,339 122,480 193,918 99,591 1,004,701 227,574 7 2,838,861

総務費 民生費 衛生費 農　　林
水産業費 商工費 土木費 消防費 教育費 公債費 その他 合　　計

消防費 3.5％

農林水産費 3.4％

議会費 1.3％

総務費
22.7％

公債費
8.0％

衛生費
5.9％

教育費
35.4％

商工費 4.3％

土木費
6.8％

民生費
8.7％

歳　出

その他 0.0％

その他
6.4％

村　税
8.3％

村　債
24.9％

地方交付税
29.6％

県支出金 3.0％ 国庫支出金 10.5％

繰入金
12.5％

使用料及び手数料 2.6％

分担金及び負担金
0.7％

財産収入 0.5%寄附金 1.0％
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歳　出歳　入
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　９
月
21
日
～
９
月
30
日
の
「
秋
の
交

通
安
全
県
民
運
動
」
の
実
施
に
合
わ
せ
、

９
月
21
日
交
通
安
全
協
会
吉
野
支
部
と

同
協
会
下
北
山
分
会
の
交
通
安
全
啓
発

活
動
が
保
小
中
合
同
校
舎
に
て
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　今
回
の
啓
発
活
動
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
再
拡
大
が
続
い
て
い
る
こ

と
か
ら
、
一
般
国
道
に
お
け
る
通
行
者

へ
の
啓
発
を
改
め
、
活
動
に
あ
た
る
協

会
員
の
人
数
を
縮
小
す
る
中
で
、
合
同

校
舎
を
訪
問
し
、
登
所
、
登
校
に
合
わ

せ
、
園
児
、
児
童
、
生
徒
を
対
象
に
啓

発
物
品
の
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

　今
秋
の
県
民
運
動
で
は
「
子
供
と
高

齢
者
等
歩
行
者
の
安
全
確
保
」「
夕
暮

れ
時
や
夜
間
の
事
故
防
止
と
交
通
安
全

意
識
の
向
上
」「
自
転
車
の
安
全
確
保

と
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
」「
飲
酒
運
転

等
の
悪
質
・
危
険
運
転
の
根
絶
」
が
ス

ロ
ー
ガ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　運
動
期
間
は
終
わ
り
ま
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
も
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
安
全

運
転
を
お
願
い
し
ま
す
。

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
・
啓
発
活
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た

　「奈良県新広域道路交通ビジョン」及び「奈良県新広域道路交通計画」が令和３年７月に策

定され近畿ブロック（近畿地方整備局）において、一般国道169号（橿原市～下北山村）が広

域道路ネットワーク路線の「奈良中部熊野道路」として高規格道路に指定されました。

　また、奈良県では「奈良県道路整備基本計画」において、新規事業化の調査路線として「前

鬼～音枝」間が令和元年10月に決定されました。

　村では、これまで上北山村、川上村、下北山村の三村で構成する「国道169号改良促進三村

協議会」で昭和60年代から国土交通省、国会議員、奈良県等へ要望活動を実施してきました。

その中で、上北山村～川上村の伯母峯峠道路が直轄権限代行事業により事業化され、平成30年

12月に起工式が執り行われ工事が進められています。

　現在、下北山村管内では奈良県が新規事業化に向け前鬼～音枝間の調査及び老朽化した前鬼

橋、トリワ谷橋の調査を行っています。

※高規格道路とは、高速自動車道やこれと一体となって機能する道路で、サービス速度が概ね60㎞／ｈの道路

　引き続き、三村協議会や奈良県、三重県、和歌山県

の関係市町村と連携し、安全で安心な災害に強い道路

整備の実現に向け要望活動を行います。

国土交通省 村山一弥道路局長への要望　（令和３年７月15日）

（左から参議院議員：堀井巌議員、川上村：栗山村長、上北山村：山室村長

国土交通省：村山一弥道路局長、熊野市：河上市長、下北山村：南村長

北山村：山口村長）

一般国道169号が高規格道路に指定されました
　
下
村
惠
見
さ
ん
は
、
実
家
が
営

む
旅
館
で
働
い
た
後
、
村
の
給
食

セ
ン
タ
ー
に
長
年
勤
め
て
い
ま
し

た
。

　
定
年
退
職
後
、
村
の
人
に
も
学

校
給
食
を
食
べ
て
も
ら
い
た
い
と

思
っ
て
い
た
下
村
さ
ん
は
、
　
岡

さ
ん
に
声
を
か
け
て
も
ら
い
今
年

の
５
月
か
ら
土
曜
日
限
定
で
ラ
ン

チ
と
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
を
始
め
ま
し

た
。

　
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
は
週
替
わ
り

で
、
懐
か
し
の
給
食
メ
ニ
ュ
ー
を

も
と
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
食
材
に
は
村
内
で
育
て
ら
れ
た

野
菜
な
ど
も
使
わ
れ
て
お
り
、
生

徒
に
人
気
だ
っ
た
「
鶏
肉
の
か
ら

揚
げ
レ
モ
ン
風
味
」
は
村
の
方
々

に
も
人
気
の
メ
ニ
ュ
ー
と
な
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。

　
下
村
さ
ん
は
今
後
の
目
標
と
し

て
「
村
の
食
材
を
使
っ
て
お
い
し

い
も
の
を
提
供
し
た
い
」
と
語
っ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
日
曜
日
に
村
カ
フ
ェ
で
カ
レ
ー

を
提
供
し
て
い
る
の
は
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
の
岡
弘
明
さ
ん
。
カ

レ
ー
屋
巡
り
が
趣
味
で
、
知
り
合

い
の
お
店
で
少
し
の
間
、
手
作
り

の
カ
レ
ー
を
販
売
し
て
い
た
と
き
、

「
お
い
し
い
！
」
と
食
べ
て
く
れ

る
お
客
さ
ん
の
姿
が
嬉
し
く
て
、

本
格
的
に
カ
レ
ー
を
作
り
、
自
分

の
店
を
持
ち
た
い
と
思
っ
た
の
が

き
っ
か
け
だ
そ
う
で
す
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
で
下

北
山
村
を
知
り
、
個
性
の
あ
る
カ

レ
ー
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
た

岡
さ
ん
は
、「
こ
こ
で
な
ら
自
分

の
育
て
た
野
菜
を
提
供
し
な
が
ら

地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
が
で
き
る

か
も
し
れ
な
い
」
と
考
え
ま
し
た
。

そ
ん
な
岡
さ
ん
の
カ
レ
ー
は
土
曜

朝
市
の
野
菜
や
自
家
製
の
ハ
ー
ブ

な
ど
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
岡
さ
ん
は
本
場
イ
ン
ド
の
家
庭

や
屋
台
の
味
を
提
供
し
て
い
る

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
イ
ン
ド
カ
レ
ー
の

お
店
で
カ
レ
ー
作
り
を
学
び
ま
し

た
。
い
わ
ゆ
る
「
現
地
系
カ
レ
ー
」

と
い
う
部
類
で
、
他
と
は
違
っ
た

個
性
あ
る
美
味
し
い
カ
レ
ー
を
食

べ
て
も
ら
う
た
め
に
、
日
々
カ

レ
ー
作
り
に
精
進
し
て
い
ま
す
。

学
校
給
食
を
村
民
に

下
北
山
村
の
野
菜
を
使
っ
た

ス
パ
イ
ス
カ
レ
ー

　
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
６
年

前
、
村
を
愛
す
る
村
民
が

集
ま
り
下
北
山
村
を
「
日

本
の
ふ
る
さ
と
」
に
百
年

か
け
て
、
み
ん
な
で
つ
く

る
下
北
山
村
ま
る
ご
と
自

然
公
園
、
通
称
「
し
も
ま

る
」
と
し
て
、
村
の
振
興

に
関
わ
る
活
動
を
は
じ
め

ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
活

動
の
一
環
と
し
て
生
ま
れ

た
の
が「
村
カ
フ
ェ
」で
す
。

自
分
の
夢
や
可
能
性
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
村
の
活

性
化
に
繋
げ
る
場
と
し
て
、

今
年
４
月
か
ら
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。「
ぼ
ち
ぼ
ち

い
こ
ら
」
で
は
種
類
豊
富

な
面
白
い
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム

な
ど
を
通
し
て
人
の
交
流

が
生
ま
れ
る
場
所
に
な
っ

て
い
ま
す
♪

　
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

村
の「
お
い
し
い
」を
届
け
ま
す
　
第
３
回

特集 Vol.13
村
民
憩
い
の
場

村
カ

フ
ェ

営業日／第１,３（５）日曜日

11：30 ～ 14：00（無くなり次第終了）

☎090-5125-6874

営業日／毎週土曜日9：00 ～ 15：00

（無くなり次第終了）

☎090-7884-9086 たいむ

　岡千種さん

下村惠見さん

岡　弘明さん

ぼちぼちいこら／喫茶　営業日／毎週火曜日13：00 ～ 18：00　☎090-1623-7472

新鮮な野菜や魚を使った、
化学調味料など不使用の
スパイスカレー。

栄
養
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を

考
え
て
作
ら
れ
た
昔
懐

か
し
い
給
食
メ
ニ
ュ
ー

★次回は「おべんとう天照」を紹介します！
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県
民
運
動
・
啓
発
活
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た

　「奈良県新広域道路交通ビジョン」及び「奈良県新広域道路交通計画」が令和３年７月に策

定され近畿ブロック（近畿地方整備局）において、一般国道169号（橿原市～下北山村）が広

域道路ネットワーク路線の「奈良中部熊野道路」として高規格道路に指定されました。

　また、奈良県では「奈良県道路整備基本計画」において、新規事業化の調査路線として「前

鬼～音枝」間が令和元年10月に決定されました。

　村では、これまで上北山村、川上村、下北山村の三村で構成する「国道169号改良促進三村

協議会」で昭和60年代から国土交通省、国会議員、奈良県等へ要望活動を実施してきました。

その中で、上北山村～川上村の伯母峯峠道路が直轄権限代行事業により事業化され、平成30年

12月に起工式が執り行われ工事が進められています。

　現在、下北山村管内では奈良県が新規事業化に向け前鬼～音枝間の調査及び老朽化した前鬼

橋、トリワ谷橋の調査を行っています。

※高規格道路とは、高速自動車道やこれと一体となって機能する道路で、サービス速度が概ね60㎞／ｈの道路

　引き続き、三村協議会や奈良県、三重県、和歌山県

の関係市町村と連携し、安全で安心な災害に強い道路

整備の実現に向け要望活動を行います。

国土交通省 村山一弥道路局長への要望　（令和３年７月15日）

（左から参議院議員：堀井巌議員、川上村：栗山村長、上北山村：山室村長

国土交通省：村山一弥道路局長、熊野市：河上市長、下北山村：南村長

北山村：山口村長）

一般国道169号が高規格道路に指定されました
　
下
村
惠
見
さ
ん
は
、
実
家
が
営

む
旅
館
で
働
い
た
後
、
村
の
給
食

セ
ン
タ
ー
に
長
年
勤
め
て
い
ま
し

た
。

　
定
年
退
職
後
、
村
の
人
に
も
学

校
給
食
を
食
べ
て
も
ら
い
た
い
と

思
っ
て
い
た
下
村
さ
ん
は
、
　
岡

さ
ん
に
声
を
か
け
て
も
ら
い
今
年

の
５
月
か
ら
土
曜
日
限
定
で
ラ
ン

チ
と
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
を
始
め
ま
し

た
。

　
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
は
週
替
わ
り

で
、
懐
か
し
の
給
食
メ
ニ
ュ
ー
を

も
と
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
食
材
に
は
村
内
で
育
て
ら
れ
た

野
菜
な
ど
も
使
わ
れ
て
お
り
、
生

徒
に
人
気
だ
っ
た
「
鶏
肉
の
か
ら

揚
げ
レ
モ
ン
風
味
」
は
村
の
方
々

に
も
人
気
の
メ
ニ
ュ
ー
と
な
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。

　
下
村
さ
ん
は
今
後
の
目
標
と
し

て
「
村
の
食
材
を
使
っ
て
お
い
し

い
も
の
を
提
供
し
た
い
」
と
語
っ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
日
曜
日
に
村
カ
フ
ェ
で
カ
レ
ー

を
提
供
し
て
い
る
の
は
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
の
岡
弘
明
さ
ん
。
カ

レ
ー
屋
巡
り
が
趣
味
で
、
知
り
合

い
の
お
店
で
少
し
の
間
、
手
作
り

の
カ
レ
ー
を
販
売
し
て
い
た
と
き
、

「
お
い
し
い
！
」
と
食
べ
て
く
れ

る
お
客
さ
ん
の
姿
が
嬉
し
く
て
、

本
格
的
に
カ
レ
ー
を
作
り
、
自
分

の
店
を
持
ち
た
い
と
思
っ
た
の
が

き
っ
か
け
だ
そ
う
で
す
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
で
下

北
山
村
を
知
り
、
個
性
の
あ
る
カ

レ
ー
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
た

岡
さ
ん
は
、「
こ
こ
で
な
ら
自
分

の
育
て
た
野
菜
を
提
供
し
な
が
ら

地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
が
で
き
る

か
も
し
れ
な
い
」
と
考
え
ま
し
た
。

そ
ん
な
岡
さ
ん
の
カ
レ
ー
は
土
曜

朝
市
の
野
菜
や
自
家
製
の
ハ
ー
ブ

な
ど
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
岡
さ
ん
は
本
場
イ
ン
ド
の
家
庭

や
屋
台
の
味
を
提
供
し
て
い
る

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
イ
ン
ド
カ
レ
ー
の

お
店
で
カ
レ
ー
作
り
を
学
び
ま
し

た
。
い
わ
ゆ
る
「
現
地
系
カ
レ
ー
」

と
い
う
部
類
で
、
他
と
は
違
っ
た

個
性
あ
る
美
味
し
い
カ
レ
ー
を
食

べ
て
も
ら
う
た
め
に
、
日
々
カ

レ
ー
作
り
に
精
進
し
て
い
ま
す
。

学
校
給
食
を
村
民
に

下
北
山
村
の
野
菜
を
使
っ
た

ス
パ
イ
ス
カ
レ
ー

　
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
６
年

前
、
村
を
愛
す
る
村
民
が

集
ま
り
下
北
山
村
を
「
日

本
の
ふ
る
さ
と
」
に
百
年

か
け
て
、
み
ん
な
で
つ
く

る
下
北
山
村
ま
る
ご
と
自

然
公
園
、
通
称
「
し
も
ま

る
」
と
し
て
、
村
の
振
興

に
関
わ
る
活
動
を
は
じ
め

ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
活

動
の
一
環
と
し
て
生
ま
れ

た
の
が「
村
カ
フ
ェ
」で
す
。

自
分
の
夢
や
可
能
性
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
村
の
活

性
化
に
繋
げ
る
場
と
し
て
、

今
年
４
月
か
ら
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。「
ぼ
ち
ぼ
ち

い
こ
ら
」
で
は
種
類
豊
富

な
面
白
い
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム

な
ど
を
通
し
て
人
の
交
流

が
生
ま
れ
る
場
所
に
な
っ

て
い
ま
す
♪

　
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

村
の「
お
い
し
い
」を
届
け
ま
す
　
第
３
回

特集 Vol.13
村
民
憩
い
の
場

村
カ

フ
ェ

営業日／第１,３（５）日曜日

11：30 ～ 14：00（無くなり次第終了）

☎090-5125-6874

営業日／毎週土曜日9：00 ～ 15：00

（無くなり次第終了）

☎090-7884-9086 たいむ

　岡千種さん

下村惠見さん

岡　弘明さん

ぼちぼちいこら／喫茶　営業日／毎週火曜日13：00 ～ 18：00　☎090-1623-7472

新鮮な野菜や魚を使った、
化学調味料など不使用の
スパイスカレー。

栄
養
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を

考
え
て
作
ら
れ
た
昔
懐

か
し
い
給
食
メ
ニ
ュ
ー

★次回は「おべんとう天照」を紹介します！
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　こんにちは。林業チーム 担い手 安井です。昨年５月に村に来てから、
早1年半が経ちました。林業技術のスキルアップとともに 今後、山に携
わりながら安心して暮らしていける道筋づくりに日々、奮闘しています。
現在、卒業後の自立に向けて、仲間のメンバーとともに林野庁主催の「サ
スティナブル フォレスト アクション2021」という林業の課題解決に向
けた新規事業開発プログラムに参加しています。取組みの過程で、林業
課題の洗い出しなどをする一方、林業の魅力や楽しさについても考える

良い機会になっています。私自身１５年、林業に携わっていますが、これまでには、仕事を
休まざるを得ないようなケガを幾度も経験してきました。それでも林業を続けてきた理由っ
て何だろう？ (自問自答)とあらためて考えさせられています。頭、体、五感をフル稼働しな
がら、自然と対話する。どの木を残し、どんな山をつくるか。その営みは、とても創造的。
木の一生は長く、人、一人の人生では完結しない。何世代とつながって はじめて成り立つ林
業という仕事は、木を通じて前の世代の息遣いを感じ、そしてまた自分の営みも木の年輪に
刻まれ、後世に残る。現代の産業でこんな 「人の時間軸を越えていく」仕事というのは他に
はないと思います。だからこそ難し
さもありますが、その分、おもしろ
い！林業って良い仕事だなと あらた
めて感じる今日この頃です。
　そしてこの度、私を含め、森づく
りに関わっている協力隊のホーム
ページを開設いたしました！日々の
活動内容からそれぞれの想いなど と
ても魅力的な内容になっています。
パソコン、スマホ、タブレットなど
で 下 記URLか ら 閲 覧 で き ま す。QR
コードからもアクセス可能です。是
非ご覧ください！

今月号は安井が
担当します。協力 支援員隊 のと つぶやき その98

　令
和
３
年
度
ク
ラ
ブ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

決
勝
戦
が
９
月
12
日
（
日
）
池
の
平
ゴ

ル
フ
場
で
雨
の
中
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　今
年
か
ら
、
予
選
を
行
う
の
で
は
な

く
、当
日
に
決
勝
大
会
を
行
い
ま
し
た
。

　前
半
戦
は
勝
岡
さ
ん
が
64
打
の
ト
ッ

プ
で
折
り
返
し
、
続
い
て

　岡
さ
ん
、

伊
庭
さ
ん
、
谷
口
さ
ん
が
６
打
差
の
70

打
で
後
半
戦
へ
。
結
果
、
大
き
く
差
を

詰
め
る
こ
と
が
出
来
ず
、
勝
岡
さ
ん
が

優
勝
し
ま
し
た
。

　上
位
の
成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

勝岡和昌さん、

３年ぶり３度目の

優勝！
優勝

準優勝

３位

５位

６位

７位

８位

９位

10位

35

34

35

37
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38

33
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36
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36

35
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37
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35

33
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35

35

37

35

40

34

38

43

97

101

105
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109

110

111

111

112

114

勝岡　和昌

　岡　道則

伊庭　康仁

谷口　英雄

山本　靜夫

中村　良行

羽根田　達

和田　晃裕

中岡　詳次

勝平　芳明

令和３年度ＫＧＣクラブ
チャンピオン選手権決勝結果
順位 1回目 2回目 3回目 合計氏　名

https://shimokitayama-forest.localinfo.jp
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　こんにちは。林業チーム 担い手 安井です。昨年５月に村に来てから、
早1年半が経ちました。林業技術のスキルアップとともに 今後、山に携
わりながら安心して暮らしていける道筋づくりに日々、奮闘しています。
現在、卒業後の自立に向けて、仲間のメンバーとともに林野庁主催の「サ
スティナブル フォレスト アクション2021」という林業の課題解決に向
けた新規事業開発プログラムに参加しています。取組みの過程で、林業
課題の洗い出しなどをする一方、林業の魅力や楽しさについても考える

良い機会になっています。私自身１５年、林業に携わっていますが、これまでには、仕事を
休まざるを得ないようなケガを幾度も経験してきました。それでも林業を続けてきた理由っ
て何だろう？ (自問自答)とあらためて考えさせられています。頭、体、五感をフル稼働しな
がら、自然と対話する。どの木を残し、どんな山をつくるか。その営みは、とても創造的。
木の一生は長く、人、一人の人生では完結しない。何世代とつながって はじめて成り立つ林
業という仕事は、木を通じて前の世代の息遣いを感じ、そしてまた自分の営みも木の年輪に
刻まれ、後世に残る。現代の産業でこんな 「人の時間軸を越えていく」仕事というのは他に
はないと思います。だからこそ難し
さもありますが、その分、おもしろ
い！林業って良い仕事だなと あらた
めて感じる今日この頃です。
　そしてこの度、私を含め、森づく
りに関わっている協力隊のホーム
ページを開設いたしました！日々の
活動内容からそれぞれの想いなど と
ても魅力的な内容になっています。
パソコン、スマホ、タブレットなど
で 下 記URLか ら 閲 覧 で き ま す。QR
コードからもアクセス可能です。是
非ご覧ください！

今月号は安井が
担当します。協力 支援員隊 のと つぶやき その98

　令
和
３
年
度
ク
ラ
ブ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

決
勝
戦
が
９
月
12
日
（
日
）
池
の
平
ゴ

ル
フ
場
で
雨
の
中
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　今
年
か
ら
、
予
選
を
行
う
の
で
は
な

く
、当
日
に
決
勝
大
会
を
行
い
ま
し
た
。

　前
半
戦
は
勝
岡
さ
ん
が
64
打
の
ト
ッ

プ
で
折
り
返
し
、
続
い
て

　岡
さ
ん
、

伊
庭
さ
ん
、
谷
口
さ
ん
が
６
打
差
の
70

打
で
後
半
戦
へ
。
結
果
、
大
き
く
差
を

詰
め
る
こ
と
が
出
来
ず
、
勝
岡
さ
ん
が

優
勝
し
ま
し
た
。

　上
位
の
成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

勝岡和昌さん、

３年ぶり３度目の

優勝！
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秋
の
気
配
を
感
じ
ら
れ
る
季
節
と
な
り

ま
し
た
ね
。
秋
と
い
え
ば
、『
食
欲
の
秋
』、

『
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
』、『
芸
術
の
秋
』。
コ
ロ

ナ
感
染
が
心
配
さ
れ
ま
す
が
、
保
健
セ
ン

タ
ー
で
も
様
々
な
『
秋
』
を
感
じ
ら
れ
る

教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
ね
。

◎
懐
メ
ロ
歌
謡
教
室

　
芸
術
の
秋
！
皆
さ
ん
の
大
好
き
な
歌
謡

曲
で
盛
り
上
が
り
ま
し
ょ
う
。
音
楽
を
愛

す
る
人
、
歌
う
こ
と
が
大
好
き
な
人
、
皆

様
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】
10
月
12
日
（
火
）

　
　
　
　午
前
10
時
30
分
〜
正
午

【
講
師
】
福
田
朝
子
音
楽
療
法
士

【
参
加
費
】
無
料

【
持
ち
物
】
健
康
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、

　
　
　
　
　飲
み
物

【
送
迎
】
要
事
前
申
込
み

◎
精
神
科
医
師
に
よ
る
認
知
症
＆
心
の
相

談
会

　
松
村
ス
ト
レ
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
　
松

村
一
矢
先
生
に
よ
る
『
認
知
症
＆
心
の
相

談
会
』
を
開
催
し
ま
す
。
同
日
に
、
臨
床

心
理
士
に
よ
る
相
談
会
も
無
料
で
受
け
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

【
日
時
】
10
月
24
日
（
日
）

　
　
　
　午
前
９
時
〜
午
後
３
時

　
　
　
　完
全
予
約
制
（
電
話
で
申
込
）

【
相
談
員
】

　
　
　
　精
神
科
医
師
　
松
村
一
矢
先
生

　
　
　
　臨
床
心
理
士
　
２
名

【
参
加
費
】
無
料

【
送
迎
】
な
し

◎
椅
子
ヨ
ガ
教
室

　
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
！
「
何
か
体
を
動
か
し

た
い
け
ど
膝
が…

」「
本
格
的
な
運
動
は

ち
ょ
っ
と…

」
と
い
う
方
に
お
ス
ス
メ
な

の
が
椅
子
ヨ
ガ
で
す
！
音
楽
に
合
わ
せ
て

で
き
る
体
操
も
あ
り
、
楽
し
く
運
動
し
ま

し
ょ
う
。

【
日
時
】
10
月
28
日
（
木
）

　
　
　
　午
前
10
時
30
分
〜
正
午

【
講
師
】
桝
井
紋
子 
先
生

【
参
加
費
】
無
料

【
持
ち
物
】
動
き
や
す
い
服
、
タ
オ
ル
、

　
　
　
　
　健
康
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　
　
　
　
　飲
み
物

【
送
迎
】
要
事
前
申
込
み

【
お
申
込
み
】

保
健
セ
ン
タ
ー
　
☎
６

－

０
０
１
５

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た

め
、マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
に

よ
っ
て
は
、
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

◎
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
助
成
に

つ
い
て

　
10
月
１
日
よ
り
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
の
補
助
を
開
始
し
ま
す
。
本
年
度

は
、
自
己
負
担
が
発
生
し
ま
す
。

　
村
内
・
村
外
に
関
わ
ら
ず
、
予
防
接
種

費
用
の
一
部
に
対
し
助
成
を
し
ま
す
。
対

象
年
齢
に
応
じ
て
助
成
額
が
異
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
申
請
時

に
必
要
書
類
が
あ
り
ま
す
の
で
、
予
め
保

健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
助
成
額
】

①
０
歳
か
ら
３
歳
未
満

　
１
．
５
０
０
円
（
１
回
に
つ
き
）

②
３
歳
か
ら
小
学
生

　
２
，
５
０
０
円
（
１
回
に
つ
き
）

③
中
学
生
　
２
，
０
０
０
円

④
65
歳
以
上
　
２
，
５
０
０
円

⑤
生
活
保
護
及
び
非
課
税
世
帯

　
２
，
５
０
０
円

※

助
成
額
は
下
北
山
村
診
療
所
、
村
外
で

接
種
さ
れ
て
も
一
律
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

保
健
セ
ン
タ
ー
　
☎
６

－

０
０
１
５

※
村
内
で
の
接
種
日
程
、
料
金
に
関
し
ま

し
て
は
今
月
の
広
報
に
折
り
込
ん
で
い

ま
す
。

　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
夜
間
窓
口

を
開
設
い
た
し
ま
す
。

　夜
間
窓
口
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
必
ず
、
前
日
ま
で
に
ご
予
約
く
だ

さ
い
。
ご
予
約
が
な
い
場
合
は
、
実
施

い
た
し
ま
せ
ん
。

　お
仕
事
な
ど
で
昼
間
来
庁
す
る
こ
と

が
難
し
い
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

【
開
庁
日
】

10
月
19
日
（
火
）、
11
月
24
日
（
水
）、

12
月
21
日
（
火
）

17
時
15
分
～
19
時
00
分
ま
で
（
最
終
受

付
は
18
時
50
分
）

【
対
象
の
手
続
き
】

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
取
り

・
電
子
証
明
書
の
更
新

※
証
明
書
類
の
発
行
や
料
金
の
支
払
い

な
ど
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
以
外

に
関
す
る
お
手
続
き
は
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　ご
不
明
な
点
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

左
記
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

住
民
課
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
係

☎
６
―
０
０
０
１

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
平
日
夜
間
窓
口
の
ご
案
内
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高
齢
者
の
交
通
事
故
が

　
　
　
　
　多
発
し
て
い
ま
す

　奈
良
県
下
に
お
け
る
交
通
死
亡
事
故

は
、
７
月
末
時
点
で
14
名
の
尊
い
命
が

失
わ
れ
ま
し
た
。
う
ち
６
名
は
歩
行
中

の
事
故
で
、
６
名
中
４
名
は
横
断
歩
道

ま
た
は
横
断
歩
道
付
近
を
横
断
中
で
発

生
し
て
い
ま
す
。

　こ
の
状
況
か
ら
、
警
察
、
自
治
体
、

関
係
機
関
、
団
体
の
協
力
の
も
と
、
交

通
事
故
抑
止
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

【
村
民
の
皆
さ
ん
へ
】

●
車
の
運
転
手
さ
ん
へ

・
横
断
歩
道
を
渡
ろ
う
と
し
て
い
る
人

や
渡
っ
て
い
る
人
が
い
る
と
き
は
、

必
ず
横
断
歩
道
手
前
で
停
止
し
、
歩

行
者
が
安
全
に
横
断
で
き
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

・
夜
間
走
行
す
る
と
き
は
、
ラ
イ
ト
を

上
向
き
（
ハ
イ
ビ
ー
ム
）
に
切
り
替

え
、
歩
行
者
の
早
期
発
見
に
努
め
る

　と
と
も
に
速
度
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

・
駐
車
場
で
の
バ
ッ
ク
や
発
進
時
な
ど

は
、
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
の
踏
み

間
違
い
が
な
い
よ
う
に
落
ち
着
い
て

運
転
し
ま
し
ょ
う
。

・
二
輪
車
を
運
転
す
る
と
き
は
、
速
度

を
出
し
過
ぎ
ず
、
ゆ
と
り
の
あ
る
運

転
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

☆
車
の
運
転
に
不
安
を
感
じ
た
ら
、
大

き
な
事
故
を
起
こ
す
前
に
、
家
族
で

運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
に
つ
い
て

話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
自
転
車
を
利
用
す
る
皆
さ
ん
へ

・
自
転
車
で
道
路
を
通
行
す
る
と
き

は
、
車
両
と
し
て
の
ル
ー
ル
を
守
る

と
と
も
に
、
交
通
マ
ナ
ー
を
実
践
し

ま
し
ょ
う
。

●
歩
行
者
の
皆
さ
ん
へ

・
早
朝
や
夜
間
に
出
掛
け
る
と
き
は
、

明
る
く
目
立
つ
色
の
服
装
の
着
用
や

反
射
材
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、
急
が
ず

慌
て
ず
し
っ
か
り
と
安
全
確
認
を
し

ま
し
ょ
う
。

特
殊
詐
欺
に
ご
注
意
を
！

　役
場
職
員
や
警
察
官
が
、
電
話
で
銀

行
の
口
座
や
残
高
を
聞
く
こ
と
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
預
か
る
こ
と
は

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
電
話
口
で
お
金

の
話
が
出
れ
ば
「
詐
欺
」
と
疑
っ
て
く

だ
さ
い
。

　少
し
で
も
不
審
に
感
じ
れ
ば
、
決
し

て
１
人
で
判
断
せ
ず
、
家
族
や
警
察
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
緊
急
の
場
合
に

は
、
躊
躇
せ
ず
１
１
０
番
通
報
を
し
て

く
だ
さ
い
。

全
国
地
域
安
全
運
動
！

　安
全
安
心
を
実
感
で
き
る
社
会
を
実

現
し
て
い
く
た
め
に
、
地
域
住
民
や
事

業
者
、
自
治
体
、
防
犯
協
会
、
防
犯
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
行
う
自
主
防
犯
活

動
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
犯
罪
予

防
・
社
会
を
挙
げ
て
の
安
心
感
を
高
め

て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

【
期
間
】

10
月
11
日
～
10
月
20
日

・
子
供
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止

・
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

・
住
宅
及
び
車
両
を
対
象
と
し
た
窃
盗

の
被
害
防
止

　地
域
ぐ
る
み
で
、
住
民
一
丸
と
な
っ

て
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ

う
。

【
資
格
】

　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

【
受
付
】

　
令
和
３
年
11
月
９
日
（
火
）
ま
で

【
試
験
日
】

　
令
和
３
年
11
月
13
日
（
土
）

【
場
所
】

　
航
空
自
衛
隊
奈
良
基
地

　（
奈
良
市
法
華
寺
町
１
５
７
８
）

【
試
験
種
目
】

　
学
科
試
験
・
作
文
・
口
述
試
験
・

　
適
性
検
査
・
身
体
検
査

※

説
明
を
受
け
て
初
め
て
知
る
よ
う
な

メ
リ
ッ
ト
も
沢
山
あ
り
ま
す
。
少
し

で
も
興
味
を
持
た
れ
た
方
は
遠
慮
な

く
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。（
説
明
を

聞
く
だ
け
で
も
大
歓
迎
で
す
！
）

【
お
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先
】

　
自
衛
隊
奈
良
地
方
協
力

　
本
部
五
條
地
域
事
務
所

電
話
：（
０
７
４
７
）

　
２
２

－

３
７
８
９

担
当
：
山
口
、

　
藤
原
、
山
岡

自
衛
官
候
補
生
採
用
試
験

（
任
期
毎
に
自
分
で
進
路
を
選
択
で
き
る
コ
ー
ス
で
す
）

駐在さん通信駐在さん通信
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高
齢
者
の
交
通
事
故
が

　
　
　
　
　多
発
し
て
い
ま
す

　奈
良
県
下
に
お
け
る
交
通
死
亡
事
故

は
、
７
月
末
時
点
で
14
名
の
尊
い
命
が

失
わ
れ
ま
し
た
。
う
ち
６
名
は
歩
行
中

の
事
故
で
、
６
名
中
４
名
は
横
断
歩
道

ま
た
は
横
断
歩
道
付
近
を
横
断
中
で
発

生
し
て
い
ま
す
。

　こ
の
状
況
か
ら
、
警
察
、
自
治
体
、

関
係
機
関
、
団
体
の
協
力
の
も
と
、
交

通
事
故
抑
止
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

【
村
民
の
皆
さ
ん
へ
】

●
車
の
運
転
手
さ
ん
へ

・
横
断
歩
道
を
渡
ろ
う
と
し
て
い
る
人

や
渡
っ
て
い
る
人
が
い
る
と
き
は
、

必
ず
横
断
歩
道
手
前
で
停
止
し
、
歩

行
者
が
安
全
に
横
断
で
き
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

・
夜
間
走
行
す
る
と
き
は
、
ラ
イ
ト
を

上
向
き
（
ハ
イ
ビ
ー
ム
）
に
切
り
替

え
、
歩
行
者
の
早
期
発
見
に
努
め
る

　と
と
も
に
速
度
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

・
駐
車
場
で
の
バ
ッ
ク
や
発
進
時
な
ど

は
、
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
の
踏
み

間
違
い
が
な
い
よ
う
に
落
ち
着
い
て

運
転
し
ま
し
ょ
う
。

・
二
輪
車
を
運
転
す
る
と
き
は
、
速
度

を
出
し
過
ぎ
ず
、
ゆ
と
り
の
あ
る
運

転
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

☆
車
の
運
転
に
不
安
を
感
じ
た
ら
、
大

き
な
事
故
を
起
こ
す
前
に
、
家
族
で

運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
に
つ
い
て

話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
自
転
車
を
利
用
す
る
皆
さ
ん
へ

・
自
転
車
で
道
路
を
通
行
す
る
と
き

は
、
車
両
と
し
て
の
ル
ー
ル
を
守
る

と
と
も
に
、
交
通
マ
ナ
ー
を
実
践
し

ま
し
ょ
う
。

●
歩
行
者
の
皆
さ
ん
へ

・
早
朝
や
夜
間
に
出
掛
け
る
と
き
は
、

明
る
く
目
立
つ
色
の
服
装
の
着
用
や

反
射
材
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、
急
が
ず

慌
て
ず
し
っ
か
り
と
安
全
確
認
を
し

ま
し
ょ
う
。

特
殊
詐
欺
に
ご
注
意
を
！

　役
場
職
員
や
警
察
官
が
、
電
話
で
銀

行
の
口
座
や
残
高
を
聞
く
こ
と
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
預
か
る
こ
と
は

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
電
話
口
で
お
金

の
話
が
出
れ
ば
「
詐
欺
」
と
疑
っ
て
く

だ
さ
い
。

　少
し
で
も
不
審
に
感
じ
れ
ば
、
決
し

て
１
人
で
判
断
せ
ず
、
家
族
や
警
察
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
緊
急
の
場
合
に

は
、
躊
躇
せ
ず
１
１
０
番
通
報
を
し
て

く
だ
さ
い
。

全
国
地
域
安
全
運
動
！

　安
全
安
心
を
実
感
で
き
る
社
会
を
実

現
し
て
い
く
た
め
に
、
地
域
住
民
や
事

業
者
、
自
治
体
、
防
犯
協
会
、
防
犯
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
行
う
自
主
防
犯
活

動
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
犯
罪
予

防
・
社
会
を
挙
げ
て
の
安
心
感
を
高
め

て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

【
期
間
】

10
月
11
日
～
10
月
20
日

・
子
供
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止

・
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

・
住
宅
及
び
車
両
を
対
象
と
し
た
窃
盗

の
被
害
防
止

　地
域
ぐ
る
み
で
、
住
民
一
丸
と
な
っ

て
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ

う
。

【
資
格
】

　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

【
受
付
】

　
令
和
３
年
11
月
９
日
（
火
）
ま
で

【
試
験
日
】

　
令
和
３
年
11
月
13
日
（
土
）

【
場
所
】

　
航
空
自
衛
隊
奈
良
基
地

　（
奈
良
市
法
華
寺
町
１
５
７
８
）

【
試
験
種
目
】

　
学
科
試
験
・
作
文
・
口
述
試
験
・

　
適
性
検
査
・
身
体
検
査

※

説
明
を
受
け
て
初
め
て
知
る
よ
う
な

メ
リ
ッ
ト
も
沢
山
あ
り
ま
す
。
少
し

で
も
興
味
を
持
た
れ
た
方
は
遠
慮
な

く
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。（
説
明
を

聞
く
だ
け
で
も
大
歓
迎
で
す
！
）

【
お
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先
】

　
自
衛
隊
奈
良
地
方
協
力

　
本
部
五
條
地
域
事
務
所

電
話
：（
０
７
４
７
）

　
２
２

－

３
７
８
９

担
当
：
山
口
、

　
藤
原
、
山
岡

自
衛
官
候
補
生
採
用
試
験

（
任
期
毎
に
自
分
で
進
路
を
選
択
で
き
る
コ
ー
ス
で
す
）

駐在さん通信駐在さん通信
こ
う
え
ん

そ
う

か
れ

か
れ

じ
ぶ
んと

も
だ
ち

じ
ぶ
ん

か
た

そ
う
じ

そ
う

つ
ぎ

じ

あ
そ

じ

　令和３年９月～11月に、近畿圏パーソントリップ調査を実

施します。これは10年に１度実施している調査で、奈良県・

国土交通省などが協力して、近畿圏のこれからのまちづくり

や交通施策の検討を行うために必要となる情報を得るもので

す。

　本調査は、近畿２府４県にお住いの方を対象に、無作為に

抽出したご家庭を調査対象として調査票を郵送配布し、WEB

での回答、あるいは郵送により回収致します。

　内容は、近畿圏内での訪問地や移動目的、利用交通手段など、

人の１日の動きのすべてを捉えるものです。

　人の動きを総合的に把握する唯一の調査であり、調査結果

は、交通計画、道路計画、防災計画等の検討のための貴重な

基礎資料となりますので、ご家庭に調査票が届いた方は、調

査実施へのご理解とご協力をよろしくお願い申し上げます。

奈良県　県土利用政策室

TEL：0742-27-7520

近畿圏パーソントリップ調査に
ご協力をお願いします！
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奈良県里親支援機関　児童家庭支援センターてんり
　住　所　天理市別所町７１５－３
　電　話　０７４３－８５－５５６７
　メール　foster-support@welfaretenri.com
　Ｈ　Ｐ　http://nara-satooya.com/

R３（2021）.10（　　　） 〈広報　下北山〉 №77213



赤ちゃん誕生祝い

人の動き
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　数十年という長い年月をかけ成長し、生涯一度だけ花を咲かせるリュウゼツラ

ン（竜舌蘭）が下池原地区で開花しました。茎の高さは３～４メートルにも及び、

周囲の木 を々圧倒するような存在感があります。

　リュウゼツランとは、メキシコを中心にアメリカ大陸の熱帯地域に自生している

多肉植物で、日本でも観賞用として広く栽培されています。

　８月上旬に発生した台風９号の強風の影響により茎が折れ、すべてのつぼみ

が花を咲かすことはありませんでしたが、貴重な開花に訪れた人たちを楽しませ

てくれました。

数十年に一度のリュウゼツランが開花
きなりの郷とは…純粋、素朴、まざりけのないと言った意味で、「本物の暮らしのある村」という願いを込めた言葉です。
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享
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八
十
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才

つぼみの様子（8月2日） 黄色い花が開花しました（8月25日）
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